
 

 

 

 

 

 
 

◎今後の気象  
４月15日発表の週間天気予報によると、最高気温が平年より高い日が続く見込みです。

浸種の水温や出芽後のハウス内の温度が高くなりすぎないよう、細やかに温度を確認して

管理しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

◎管理のポイント  
 
 

気温が平年より高く推移しており、浸種の水温が上がりやすい状況です。水温を確認し

て積極的に水交換を行うなど、水温が15℃を超えないように管理しましょう。 
 
 

 催芽は、種籾の最適発芽温度（32℃）で行います。種子の休眠状態

や浸種期間の水温によって催芽時間が基準より短くなる場合がありま

す。芽切れの状態をこまめに観察し、種籾の９割がハト胸状態となった

ら播種作業に入りましょう。 
 
 

育苗ハウスはちょっとした晴れ間でも温度が急上昇しやすくなります。ハウスを被覆し

ているビニール等が新品の場合は、特に注意が必要です。温度計を設置して気温をこまめ

に確認し、適切に温度管理を行いましょう。 

また、出芽期～緑化期は、床土の温度もしっかり確認し、32℃を超えないようにハウス

の換気を行いましょう。特に、無加温出芽の場合は、出芽が揃ったらすぐにポリマルチ等を

除去して、出芽長を伸ばしすぎないようにしましょう。 

 

 

 

STOP! 農作業事故・農業機械はエコ運転で 
春季農作業事故防止運動強化期間(４/１～６/10) 

 

ハト胸 
芽長約 1mm 

詳しくは 

こちらから！ 

 米づくり技術情報  No.２                           令和８年４月１６日 

４月20日は夏日の予報！ 
高まる気温に注意し、細やかな温度管理を！ 

やまがた温暖化対応米づくり日本一運動本部 

気象庁HPから引用 

（１）浸種の水温は15℃を超えないように、温度計で確認！ 

 

（２）催芽は芽切れをしっかり確認！ 

（３）育苗ハウス内の温度急上昇に注意！ 

選択したアメダス地点の気温が、設定した温度を上回るとメールが届きます。 
利用には、「やまがたアグリネット」への会員登録が必要です（無料）。 

 育苗ハウスの温度管理の参考に「高温アラート」をご活用ください！ 

芽の伸びすぎにも注意！ 


